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難

雛
灘

産
業
基
盤
の
整
備
な
ど

十
日
町
市
が
拠
点
地

三
魚
沼
で
強
力
に
推
進

　
県
で
は
昨
年
、
新
潟
県
総
合
開
発

計
画
を
策
定
、
本
年
を
そ
の
第
一
年

次
と
し
て
実
施
に
入
り
ま
し
た
が
、

魚
沼
地
域
で
も
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

三
郡
の
市
町
村
長
協
議
の
結
果
、
地

元
出
身
県
議
、
市
町
村
議
会
議
長
ら

を
混
え
て
同
地
域
の
開
発
促
進
協
議

会
を
設
立
し
て
、
更
に
キ
メ
の
こ
ま

か
い
地
域
計
画
を
策
定
、
開
発
事
業

の
推
進
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
県
の
総
合
開
発
計
画
は
国
の
計
画

と
同
様
に
拠
点
開
発
方
式
が
と
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
拠
点
と
な
る
べ
き
地

帯
の
開
発
に
重
点
を
詫
き
、
周
辺
の

開
発
発
展
を
波
及
し
よ
う
と
い
う
方

式
の
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
魚
沼
地
域
の
拠
点
は
十

目
町
市
と
小
出
、
堀
之
内
で
中
小
拠

点
と
し
て
道
路
と
通
信
に
よ
っ
て
大

拠
点
に
結
び
つ
け
て
ゆ
く
振
興
策
が

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
後
進
地
魚

沼
地
域
は
一
市
町
村
や
一
郡
で
は
解

・
決
で
き
な
い
多
く
の
問
題
を
も
っ
て

憂
こ
れ
ら
の
雛
馨
画

薫
に
は
も
っ
と
も
よ
い
機
会
で
あ

一
る
と
い
え
ま
し
蓄
．
例
え
ぱ
先
す

蕪
蕪
鎚
継
畿

蘇
環
境
の
簗
茎
場
の

｝
誘
致
の
諸
施
策
で
あ
り
ま
す
。

一
　
こ
う
し
た
地
域
計
画
を
国
、
県
の

一
方
庭
沿
っ
て
タ
イ
ア
ッ
プ
し
今
後

数
ヵ
年
計
画
に
よ
り
住
み
よ
い
街
づ

く
り
を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
が

新
潟
県
総
合
開
発
と
、
十
日
町
市
の

『
場
合
に
つ
い
て
富
川
県
企
圃
課
長
は

「｝
十
日
町
市
の
発
展
を
考
え
た
場
合
、

市
町
村
ぐ
る
み
の
体
勢
で
生
活
環
境

を
改
善
し
て
流
失
す
る
労
働
力
を
確

一
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
2

一つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
『
魚

沼
佐
渡
は
県
内
の
僻
地
と
書
わ
れ

『
　
　
　
　
、

一
て
い
る
が
　
　
東
京
を
中
心
に
考
え

蕩
合
羨
も
新
禦
で
題
麗

蕩
り
関
越
島
暑
路
が
護

一
す
れ
ぱ
新
潟
ー
東
京
間
三
百
♂
層
を

～
わ
す
か
二
時
間
．
程
度
で
連
絡
で
き

一｝
る
。
昭
和
四
十
五
年
、
四
十
六
年
に

一
は
護
雲
る
髪
が
で
き
よ
う
．

一
魚
沼
地
域
は
東
京
か
ら
二
時
間
以
内

の
範
囲
に
入
る
こ
と
に
な
る
と
、
間

題
は
地
元
に
力
が
な
い
と
地
元
の
発

展
ど
こ
ろ
か
、
大
都
市
に
ひ
き
す
ら

れ
る
懸
念
が
生
す
る
。
今
後
十
年
間

一
に
大
き
く
か
わ
る
の
は
魚
沼
地
域
で

あ
ろ
う
。
高
速
道
路
は
K
当
り
八
億

一
円
も
か
か
る
大
変
な
工
亭
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
十
日
町
市
に

お
か
れ
た
場
合
の
受
入
れ
態
勢
を
い

ま
か
ら
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
県
内
の
大
拠
点
地
域
は
新

潟
、
長
岡
、
高
田
、
直
江
津
に
結
ぶ

一
振
興
策
と
い
か
に
し
て
低
開
発
事
業

を
お
し
す
N
て
行
く
か
が
地
域
の
住

民
の
自
覚
と
努
力
に
か
N
っ
て
い

蒼
．霧

舞
観
鰻

一一
霧
が
吉
町
の
開
発
に
大
き
く

一
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て

こ
れ
に
対
処
し
て
開
発
拠
点
に
ふ
さ

わ
し
い
都
市
す
く
り
を
し
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て

お
り
ま
す
。

　
『
県
の
総
合
開
発
計
画
に
よ
っ
て
新

潟
県
も
大
き
く
変
る
だ
ろ
う
し
魚
沼

囎
も
希
覇
る
い
開
灘
整
な

ろ
う
。

　
三
魚
沼
の
市
町
村
自
治
体
は
今
こ

そ
地
域
発
展
の
諸
施
策
を
広
い
視
野

か
ら
真
懸
に
検
討
し
曳
足
な
み
そ
ろ

え
て
前
進
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

地
域
の
開
発
に
先
す
取
り
上
げ
ら
れ

一
る
べ
嚢
は
、
宿
命
的
棄
ど

…
を
対
決
し
て
行
く
か
で
あ
る
。
豪
雪
．

璽
婁
す
＼
め
て
行
く
か
が
第

一
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
産
業
基

盤
の
整
備
、
第
三
に
生
活
環
境
の
整
一

備
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
然
し
特

に
辺
地
の
振
興
対
策
に
は
力
を
入
れ

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
い
す
れ
魚
沼

地
域
計
画
の
策
定
は
県
計
画
の
方
向

に
沿
っ
た
計
画
が
策
定
さ
れ
る
が
、

本
市
に
お
け
る
当
面
の
開
発
構
想
は

魚
沼
地
域
の
拠
点
地
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
都
市
建
設
で
あ
り
、
十
万
都
市

建
設
を
目
標
と
し
て
の
市
づ
く
り
を

推
進
し
市
勢
の
発
展
と
県
発
展
に
一

役
を
担
っ
て
す
＼
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
』
。

工
業
統
計
調
査
が

　
　
　
實
智
行
わ
れ
ま
す

　
本
年
も
十
二
月
三
＋
一
日
現
在
で

全
国
｝
斉
に
工
業
統
計
調
査
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
の
主
旨
等
は

あ
ら
た
め
て
申
し
述
べ
ま
せ
ん
が
、

本
市
も
四
十
名
の
調
査
員
で
悉
皆
調

査
い
た
し
ま
す
故
何
分
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

尚
昨
年
の
本
市
の
調
査
結
果
は
事
業

一
所
数
七
五
三
（
前
年
五
三
三
）
従
業

者
数
七
、
八
三
〇
名
（
前
年
七
、
○

八
二
名
）
年
間
原
材
料
使
用
額
等
は

一
六
九
二
、
九
六
万
円
（
前
年
五
八

一
四
、
二
〇
三
万
円
）
製
造
品
出
荷
額

豆
・
西
二
・
七
九
券
円
（
前

「一
年
九
三
二
、
八
七
二
万
円
）
と
飛
躍

一
的
に
発
展
し
て
お
り
ま
す
。
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第
面
回
雪
ま
つ
り

明
年
2
月
1
3
・
14
日
と
決
る

　
　
　
　
　
　
　
　
各
行
事
と
も
盛
大
に

　
恒
例
の
雪
ま
つ
り
は
去
る
四
日
市

役
所
で
第
一
回
雪
ま
っ
り
常
任
委
員

会
を
開
い
た
結
果
、
実
施
と
決
定
、

期
日
、
行
事
等
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ

』
う
に
決
め
ま
し
た
。

　
今
回
の
雪
ま
つ
り
は
こ
と
し
少
雪

驕算忘騨≦雪の訪れζ蓬籠鉱呆
格的な雪の訪れをみせ、去る2日朝には平地で13㌢、山地で20

㌢の雪が降りました。十日町森林試験地の話ではことしの初雪

は先月22日で昨年より約1週間早くこれで3回目の降雪というこ

とですが、市内は国道を走る自動車や、街をゆきかう人々の姿

も何かあわたyしさが感じられ「冬仕事を急がねば……．1とど

こかしこも越冬準備に大わらわのようすでした。　（本町三丁目）

の
た
め
中
止
と
な
っ
た
十
五
回
目
を

一
応
回
数
に
含
め
、
第
十
六
回
雪
ま

つ
り
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
期

日
は
明
年
二
月
十
三
日
（
土
）
十
四

日
（
日
）
の
二
日
間
と
決
め
、
行
事

に
つ
い
て
は
従
来
ど
翁
り
雪
の
芸
術

展
、
雪
ま
っ
り
前
夜
祭
が
中
心
で
協

賛
行
事
も
盛
沢
山
に
計
画
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
今
回
は
織
物

組
合
青
年
部
が
前
夜
祭
に
カ
コ
ブ
を

入
れ
、
い
ま
ま
で
に
な
い
迫
力
の
あ

る
も
の
を
計
画
立
案
中
と
い
わ
れ
、

あ
わ
せ
て
雪
の
芸
術
品
も
多
数
参
加

さ
せ
る
よ
う
努
め
る
な
ど
近
来
に
な

い
盛
大
な
雪
の
祭
典
が
展
開
さ
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方

協
賛
行
事
も
、
各
専
門
部
会
で
近
く

決
定
さ
れ
ま
す
が
、
す
で
に
東
京
ア

メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
（
中
学
生
）
と

十
日
町
中
学
校
と
の
交
歓
会
が
決
っ

て
い
る
ほ
か
、
立
正
佼
成
会
の
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
来
市
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
尚
市
商
工
課
で
は
来
年
一
月
に

入
っ
て
早
女
市
商
工
会
議
所
に
雪
ま

つ
り
事
務
局
を
毅
け
て
受
入
れ
態
勢

に
つ
い
て
万
全
を
期
す
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

保
健
活
動
の
能
率
化
を
図
る

保
健
婦
の
本
庁
統
合
＋
月
よ
り

　
各
出
張
所
の
駐
在
保
健
婦
を
十
月

一
日
よ
り
本
庁
に
統
合
し
、
指
導
の

強
化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
区
に
お
か
れ
て
は
多
少
不
便
を

感
す
る
よ
う
に
も
聞
か
れ
ま
す
が
、

保
健
婦
の
そ
れ
ぞ
れ
専
門
研
究
を
生

か
し
み
な
さ
ま
の
要
望
に
こ
た
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
保
健
婦
の
指

導
を
希
望
の
時
は
、
電
話
で
も
、
口

答
で
も
よ
い
で
す
か
ら
な
る
ぺ
く
早

く
申
込
ん
で
下
さ
い
。

都
合
の
つ
く
限
り
地
区
に
出
向
き
御

相
談
に
の
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

と
り
あ
え
す
次
の
よ
う
定
期
相
談
日

を
設
け
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

　
　
ー
定
期
相
談
日
i

六
箇
出
張
所

中
条
〃

吉
田
〃

下
条
〃

水
沢
〃

毎
月
十
日
　
二
十
日

　
〃
＋
日
二
＋
日

　
〃
三
日
二
十
五
日

　
〃
二
日
二
十
五
日

〃
＋
日
二
＋
日

（
但
し
日
曜
日
や
祭
日
に
あ
っ
た
場

合
は
そ
の
よ
く
日
と
す
る
。
）

冬のスポーツを
　
　
　
　
冬
を
迎
え
て
こ

界
㌔
　
れ
か
ら
屋
外
ス
ポ

舘
ー
ッ
も
あ
ま
り
で

　
　
　
き
な
く
な
る
シ
ー

育
ズ
ン
で
す
・
市
民

体
体
育
舘
を
利
用
し

民
て
い
た
だ
き
運
動

市
歪
に
奮
が
ち

　
　
　
な
こ
の
期
間
に
、

い
ろ
い
ろ
な
屋
内
ス
ボ
ー
ッ
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
ね
が
っ
て
お

り
ま
す
。
現
在
は
日
曜
日
を
除
い
て

毎
晩
つ
ぎ
の
と
お
り
日
程
を
組
ん
で

体
育
舘
を
開
放
し
て
い
ま
す
が
、
市

【民
の
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
下
さ
い
。

▽
月
曜
器
剣
道
、
柔
道
▽
火
曜
“
排

球
▽
水
曜
駆
籠
球
▽
木
曜
置
卓
球
▽

金
曜
甜
羽
球
、
柔
道
▽
土
曜
置
体
操

　
い
！
．
れ
も
夜
七
時
か
ら
で
す
が
、

剣
道
に
限
り
午
後
五
時
か
ら
同
七
時

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

尚
年
末
、
年
始
の
体
育
舘
の
休
み
は

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
昭
和
四
十
年

コ
月
三
H
ま
で
で
す
。

一

年
末
の
郵
便
差
出
し
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
早
め

　
年
末
に
は
た
く
さ
ん
の
郵
便
物
が

ど
っ
と
差
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
郵
便

局
で
は
次
の
よ
う
に
協
力
を
望
ん
で

い
ま
す
。

①
年
賀
郵
便
の
特
別
取
扱
い
は
十
二

　
月
十
五
日
か
ら
で
す
。
年
賀
状
は

　
遅
く
も
十
二
月
二
十
一
日
ま
で
に

　
年
賀
贈
答
小
包
は
十
二
月
十
四
日

　
頃
ま
で
に
一
日
も
早
く
お
出
し
下

　
さ
い
。
小
包
は
そ
れ
以
後
に
な
り

　
ま
す
と
遠
力
に
は
年
内
に
配
達
出

　
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
叉
混

　
雑
す
る
場
合
は
十
二
月
十
六
日
以

　
降
引
受
け
を
制
限
す
る
こ
と
も
あ

　
り
ま
す
。
包
装
は
丈
夫
に
荷
札
を

　
二
枚
つ
け
て
下
さ
い
。
小
危
に
は

　
手
紙
を
入
れ
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
郵
便
物
の
あ
て
名
は
詳
し
く
ハ
ッ

　
キ
リ
と
書
い
て
下
さ
い
。

　
府
県
名
、
市
町
村
名
、
字
、
丁
目

　
番
地
、
肩
魯
、
世
帯
主
、
屋
号
、

　
商
店
名
等
詳
し
く
差
出
入
の
住
所

　
氏
名
も
必
す
書
い
て
下
さ
い
。

　
（
特
に
学
校
生
徒
間
で
変
換
す
る

　
年
賀
状
に
は
肩
書
を
お
忘
れ
な

く
）

③
各
家
に
は
見
易
い
と
こ
ろ
に
家
族

　
表
札
を
必
す
掲
示
し
て
下
さ
い
。

　
家
族
表
札
が
な
い
と
配
達
が
遅
れ

　
た
り
間
違
え
る
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

④
郵
便
受
箱
を
と
り
つ
け
て
下
さ
い

　
受
箱
が
な
い
と
お
休
の
日
や
霜
留

　
守
の
日
は
配
達
出
来
な
い
で
持
帰

　
り
配
達
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

　
す
．
大
型
で
丈
夫
な
も
の
を
お
備

え
下
さ
い
。

水
道
検
針
日
の
変
更
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
料
金
の
算
定

　
水
道
の
メ
ー
タ
i
検
針
日
は
毎
月
・

一
日
か
ら
五
日
ま
で
に
行
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
一
月
分
の
検
針
日
は
お

正
月
に
な
り
ま
す
の
で
、
一
月
分
に

限
り
検
針
は
行
な
い
ま
せ
ん
。
従
っ

て
使
用
量
は
十
二
月
分
と
同
量
に
認

・
定
し
、
料
金
も
同
額
を
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
に
伴
う
料
金

の
過
不
足
に
つ
い
て
は
二
月
分
で
精

算
い
た
し
ま
す
。

に

　
（
郵
便
局
で
は
郵
便
受
箱
と
家
族

　
表
札
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
．

　
家
族
表
札
一
枚
百
円
、
受
箱
一
個

四
百
八
＋
円
）

⑤
現
金
、
貴
重
品
は
必
す
書
留
で
お

出
し
下
さ
い
。

　
普
通
郵
便
に
現
金
を
入
れ
る
こ
と

　
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
飼
犬
は
必
す
つ
な
い
で
お
き
ま
し

　
ょ
う
。

新
年
消
防
出
初
式

地
区
名
　
日
時
　
場
所

＋
日
町

H
　
　
　
一
月
六
日
　
市
民
体
育
舘

」
　
治

十
日
町
山
地
（
十
分
団
）

　
　
　
　
一
月
十
一
日
大
池
小
学
校

中
条
（
五
六
分
団
）

　
　
　
　
一
月
十
日
　
中
条
中
学
校

中
条
山
地
（
七
分
団
㌧

　
　
　
　
一
月
＋
日

六
箇
　
一
月
七
日

吉
田
　
一
月
五
日

下
条
　
一
月
七
日

水
沢
　
一
月
八
日

新
水
作
業
所

六
箇
中
学
校

鎧
島
小
学
校

下
条
小
学
校

水
沢
中
学
校

　
な
お
阜
朝
消
防
署
の
サ
イ
レ
ン
を

吹
鳴
し
各
地
区
毎
に
警
鐘
を
点
打
し

ま
す
。市

交
通
対
策
協
議

会
で

　
　
　
こ
と
し
も
門
松
力
ー

　
　
　
ド
を
配
付

　
十
日
町
市
交
通
対
策
協
議
会
で
は

こ
と
し
も
変
通
安
全
を
祈
願
し
て
、

門
松
力
」
ト
を
市
内
全
世
帯
に
無
料

で
配
布
し
ま
す
。

　
こ
の
門
松
力
ー
ド
は
今
月
中
旬
こ

ろ
嘱
託
員
を
通
じ
て
二
枚
づ
つ
も
れ

な
く
配
ら
れ
ま
す
が
、
森
林
保
護
の

意
味
か
ら
も
、
松
の
枝
は
な
る
べ
く

折
ら
な
い
で
こ
の
カ
ー
ド
で
正
月
を

飾
り
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
年
末
は
変
通
事
故
の
多
い
月

で
す
の
で
運
転
者
も
、
歩
行
者
も
正

し
い
交
通
規
則
を
守
り
合
っ
て
明
る

い
お
正
月
を
お
迎
え
下
さ
い
。

懲磯麟

穫…

」

＋
螺
晦
蒔
蒋
駆
嚇
蜘
鰭
㍊

運
の
か
た
は
＋
円
の
収
入
印
紙
を
ご
蓼
の
上
議
し
て
下
さ
㎜

　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

◎
嚢
串
唐
ー
㎜

　
　
年
末
、
年
始
の
休
み

十
日
町
市
役
所
業
務
並
び
に
直
営
診
療
所
の
年
末
年
始
の
休
み
を
つ

ぎ
の
と
お
り
に
い
た
し
ま
す
。

◎
年
末
　
十
二
月
二
十
九
日
、
三
十
日
、
三
十
岬
日

◎
年
始
　
一
月
凹
日
、
二
日
、
三
日

但
し
公
益
質
舗
は
年
末
に
お
い
て
三
十
日
、
三
十
一
日
（
三
十
一
日

は
午
前
中
）
も
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
大
い
に
ご
利
用
下
さ

い
。な

お
年
始
は
一
月
五
日
か
ら
開
業
い
た
し
ま
す
。

予
約
は
お
早
め
に

二陽呆7肢

雪
ま
つ
り
写
真
集

〆
切
迫
る

明
年
一
月
中
旬
刊
行
予
定
の
「
十
日
町
雪

ま
つ
り
」
写
真
集
は
た
だ
い
ま
予
約
受
付

中
で
す
が
、
限
定
出
版
の
た
め
お
申
込
み

が
な
い
と
入
手
で
き
か
ね
ま
す
の
で
希
望

者
は
お
早
目
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
写
真

集
の
内
容
等
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．

一
、
頒
布
価
格
　
藏
…
四
五
〇
円

二
、
発
行
予
定
日
　
明
年
一
月
十
五
日

三
、
内
　
　
　
容
　
原
色
写
真
版
四
ぺ
ー
ジ
グ
ラ
ビ
ヤ
七
十
二
ぺ
ー

　
　
ジ
ほ
か
雪
ま
つ
り
の
歩
み
六
ぺ
ー
ジ
年
譜
八
ぺ
ー
ジ

四
、
規
　
　
格
　
一
八
二
声
×
二
一
Q
、
ゾ

五
、
メ
切
期
日
＋
二
月
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

六
、
申
込
　
先
十
日
町
商
工
会
議
所
、
市
役
所
商
工
課
、
又
は
各

　
　
出
張
所
な
お
現
品
の
郵
送
希
望
者
は
代
金
に
送
料
一
冊
五
〇
円

　
　
を
添
え
て
「
十
日
町
市
駅
通
り
商
工
会
議
所
内
雪
ま
っ
り
委
員

　
　
会
事
務
局
宛
」
送
金
し
て
下
さ
い
。

ノz〃〆z〃■ノ■z／zz■zz／zノ，4／zz〃ノ／ノ〃ノ〃γ！■ノノ∠■〆〃〃■zノ瑚zノ〃

　
　
　
年
末
資
金
は

　
　
　
信
用
保
証
を
御
利
用
下
さ
い

　
年
末
の
資
金
多
忙
期
を
む
か
え
て
年
末
融
資
保
証
を
受
け
付
け
て
い

　
ま
す
。

　
申
込
期
日
は
十
二
月
二
＋
日
迄
（
但
し
五
十
万
円
超
は
十
二
月
十
五

　
日
）

　
御
希
望
の
方
は
商
工
会
議
所
又
は
最
寄
り
の
金
融
機
関
に
御
相
談
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

さ
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
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十
二
月
か
ら
防
犯
運
動
期
間

小
暴
力
や
盗
犯
・
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
年
末
の
交
通
に
も
注
意

嶽
、
撚顯

す
。一

小
暴
力
の
排
除

◎
人
に
め
い
わ
く
を
か
け
る
行
為
は

　
た
と
え
さ
ざ
い
な
犯
罪
で
あ
っ
て

　
も
届
出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
グ
レ
ン
隊
や
酔
っ
ぱ
ら
い
に
お
ど

　
さ
れ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
・
さ
さ

　
い
な
こ
と
で
も
す
ぐ
警
察
に
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。

二
少
年
非
行
の
防
犯

◎
少
年
の
禁
煙
禁
酒

毎
年
＋
一
一
月

は
、
他
の
月
に

比
べ
犯
罪
や
各

種
事
故
が
目
だ

っ
て
増
え
ま
す

そ
こ
で
警
察
で

は
、
こ
れ
ら
に

備
え
て
厳
重
な

警
戒
を
し
ま
す

が
、
み
な
さ
ん

も
ぜ
ひ
次
の
よ

う
な
点
に
つ
い

て
注
意
の
う
え

事
故
や
犯
罪
の

な
い
楽
し
い
明

る
い
新
年
を
迎

え
た
い
も
の
で

　
年
末
、
年
始
は
少
年
た
ち
に
と
っ

　
て
楽
し
い
冬
休
み
で
す
が
、
反
面

　
非
行
や
不
良
行
為
に
走
り
や
す
い

　
危
険
な
時
期
で
す
。
と
く
に
少
年

　
の
飲
酒
と
喫
煙
は
年
女
ふ
え
て
お

　
り
、
　
「
正
月
ぐ
ら
い
」
は
な
ど
と

　
軽
い
気
持
ち
で
未
成
年
者
に
、
酒

　
や
煙
草
を
す
す
め
る
の
は
禁
物
で

　
す
．

◎
友
人
関
係
に
気
を
つ
け
る

　
最
近
の
少
年
犯
罪
の
大
き
な
特
徴

　
と
し
て
、
三
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ

　
に
よ
る
犯
罪
の
増
加
が
目
立
っ
て

　
い
ま
す
。
盛
り
場
を
う
ろ
つ
い
た

　
り
、
喫
茶
店
な
ど
へ
出
入
り
し
て

　
い
る
間
に
、
グ
レ
ン
隊
な
ど
と
つ

　
な
が
り
を
持
つ
こ
と
に
な
り
が
ち

　
で
す
か
ら
ヤ
　
　
　
　
を
　
っ
て

一
＝
鍵
粥
葎
得

◎
銀
行
や
郵
便
局
か
ら
多
額
の
金
を

　
引
き
出
す
場
合
、
老
人
や
婦
人
、

　
子
供
な
ど
は
、
ぜ
ひ
避
け
て
ほ
し

　
い
も
の
で
す
。
多
額
の
現
金
の
持

　
ち
運
び
は
、
二
人
以
上
の
成
人
の

　
男
子
が
あ
た
る
こ
と
が
最
も
よ
い

　
方
法
で
す
。

◎
多
額
の
現
金
を
持
っ
て
汽
車
や
パ

◎
年
末
に
多
い
交
通
事
故

　
　
　
あ
わ
た
だ
し
い
年
末
、
正
月
気
分

　
　
で
気
の
ゆ
る
み
が
ち
な
年
の
は
じ
め

　
　
そ
ん
な
人
女
の
心
の
隙
を
狙
っ
て
い

　
　
る
の
が
恐
し
い
変
通
事
故
で
す
。

　
　
　
さ
い
き
ん
交
通
事
故
は
異
常
な
ほ

　
　
ど
激
増
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
も
一

　
　
瞬
の
間
に
人
の
い
の
ち
を
奪
っ
て
し

　
　
ま
う
よ
う
な
、
ひ
さ
ん
な
事
故
が
毎

　
　
日
の
よ
う
に
起
き
て
い
ま
す
の
で
次

　
　
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
を
ま
も
っ
て
、

　
　
恐
し
い
交
通
亭
故
を
な
く
し
た
い
も

　
　
の
で
す
ロ

◎
　
◎
交
通
三
悪
を
迫
放
し
よ
う

8　　酒よい

運
転
、
ス
ビ
ー
ド
違
反
、

9
．
・
無
免
許
運
転
に
よ
る
事
故
の
い
ち

第
　
　
ぱ
ん
多
く
起
き
が
ち
な
季
節
で

　
　
　
す
．
い
く
ら
取
締
り
を
強
化
し
て

　
も
、
ま
た
い
く
ら
事
故
防
止
を
さ

　
け
ん
で
も
、
か
く
れ
て
飲
酒
運
転

　
を
し
た
り
、
暴
走
し
た
り
、
免
許

　
を
持
た
な
い
者
が
重
を
動
か
し
た

　
り
す
る
よ
う
で
は
、
ひ
さ
ん
な
交

　
通
畢
故
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

　
交
通
三
悪
は
も
っ
と
も
悪
質
で
危

　
険
な
犯
罪
行
為
で
、
あ
る
と
い
う

　
こ
と
を
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
覚

　
し
事
故
の
な
い
街
に
し
た
い
も
の

　
で
す
。

◎
道
路
の
不
正
使
用
を
や
め
よ
う
。

◎
歩
行
者
は
右
側
通
行
や
、
正
し
い

　
横
断
を
励
行
し
よ
う
。

◎
自
転
車
の
か
さ
さ
し
運
転
は
や
め

よ
う
。

　
ス
に
乗
る
と
き
は
、
ス
リ
に
や
ら

　
れ
な
い
よ
う
所
持
方
法
な
ど
に
、

　
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

四
盗
犯
の
防
止

◎
外
出
す
る
と
き
は
な
る
べ
く
留
守

　
番
を
お
く
。
ま
た
、
一
家
揃
っ
て

　
外
出
す
る
場
合
は
、
目
立
た
な
い

　
よ
う
し
っ
か
り
戸
締
り
を
し
た
う

え
、
隣
近
所
に
も
見
廻
り
を
依
頼
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
ま
と
ま
っ
た
現
金
は
な
る
べ
く
手

　
元
に
お
か
な
い
よ
う
に
し
、
通
帳

　
類
は
印
鑑
と
別
六
に
保
管
す
る
こ

と
が
賢
明
で
す
。

◎
商
店
で
は
、
万
引
き
な
ど
が
ふ
え

　
る
か
ら
十
分
注
意
す
る
と
と
も

　
に
、
売
上
金
は
人
目
に
つ
か
な
い

　
安
全
な
場
所
に
、
置
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

◎
乗
物
、
商
店
、
映
画
舘
な
ど
混
雑

　
す
る
場
所
で
は
、
ス
リ
に
十
分
注

．
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
自
転
車
、
自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ

な
ど
に
は
、
必
す
カ
ギ
を
か
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
．

　
　
　
　
（
十
日
町
警
察
署
）

　
公
民
舘
だ
よ
り

年
末
年
始
の
休
舘

中
央
公
民
舘
は
十
二
月
二
＋
七
日
か

ら
正
月
三
日
ま
で
、
但
し
図
書
の
貸

出
し
は
二
十
八
日
か
ら
正
月
三
日
ま

で
、
小
正
月
の
十
五
、
六
日
は
休
み

で
す
。

火
気
の
取
扱
い
に
注
意

　
　
　
　
　
　
　
　
歳
末

　
十
二
月
も
す
で
に
中
旬
と
な
り
、

今
年
の
し
め
く
Σ
り
、
新
年
の
準
備

な
ど
、
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
さ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
各
家
庭
で
も
多
忙
を

§
き
・
著
ー
サ

瀟

被
保
護
世
帯
に
歳
末
慰
問

　
　
　
一
般
長
期
入
院
患
者
に
も

　
年
の
瀬
を
迎
え
て
こ
と
し
も
困
っ

て
い
る
人
々
に
対
し
て
心
温
ま
る
歳

末
援
護
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

市
社
会
福
祉
事
務
所
で
、
去
る
十
二

日
か
ら
市
内
の
被
保
護
世
帯
や
、
長

期
入
院
患
者
等
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
歳

末
慰
間
品
と
見
舞
金
を
贈
り
喜
ば
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
歳
末
慰
間
は
被
保
護
世
帯

当
り
四
百
円
で
一
人
増
す
こ
と
に
五

十
円
加
算
、
入
院
患
者
一
人
四
百
円

の
ほ
か
、
県
か
ら
は
被
保
護
世
帯
当

り
五
百
円
相
当
の
食
料
品
詰
合
せ
セ

ッ
ト
、
入
院
患
者
に
五
百
円
相
当
の

日
用
品
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
一
般
入
院
患
者
は
六
ヵ
月
以
上

の
長
期
者
に
限
り
一
人
四
百
円
の
見

舞
金
が
霜
く
ら
れ
ま
し
た
。

【
写
真
は
歳
末
慰
間
品
の
発
送
に
大

　
わ
ら
わ
の
市
職
員
】

の
火
災
予
防

極
め
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
多
忙
に
つ
け
こ
ん
で
火
災
の
起

り
易
い
季
節
で
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
点
に
注
意
し
て
楽
し
い
明
る
い

お
正
月
を
迎
え
る
よ
う
お
互
い
に
火

災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

0
石
油
こ
ん
ろ
、
ス
ト
ー
ブ
に
使
用

　
さ
れ
て
い
る
灯
油
は
、
引
火
点
三

　
十
五
度
C
～
四
十
五
度
C
程
度
の

　
も
の
で
あ
り
ま
す
。
灯
油
は
こ
の

　
程
度
の
温
度
で
可
然
性
ガ
ス
を
発

　
生
し
、
空
気
と
混
合
し
て
引
火
す

　
る
危
険
が
あ
る
か
ら
、
こ
ぼ
れ
た

　
灯
油
は
必
す
き
れ
い
に
ふ
き
取
っ

　
て
か
ら
点
火
す
る
こ
と
。

②
た
ぱ
こ
の
火
は
六
百
度
C
以
上
の

　
高
温
で
あ
る
か
ら
、
ヤ
吸
い
さ
し
を

　
無
造
作
に
捨
て
る
こ
と
は
危
険
で

　
あ
る
。
昨
年
中
に
全
国
に
発
生
し

　
た
火
災
の
原
因
の
う
ち
た
ば
こ
に

　
依
る
の
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

　
す
。
た
ぱ
こ
の
火
は
必
す
消
し
て

　
灰
皿
に
入
れ
る
よ
う
に
す
る
。
布

　
団
の
上
に
落
し
た
り
、
布
団
の
間

　
に
入
っ
て
火
災
に
な
る
こ
と
が
多

　
い
か
ら
注
意
す
る
こ
と
。

③
か
ま
ど
、
風
呂
等
の
火
を
ひ
く
時

　
は
燃
え
残
り
の
薪
は
完
全
に
消
火

　
を
確
め
る
こ
と
。
消
火
を
確
め
な

　
い
で
燃
え
出
し
火
災
に
な
る
こ

と
が
あ
る
。

④
燃
焼
器
具
、
暖
房
器
具
等
は
使
用

　
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
取
扱

　
い
を
す
る
こ
と
。
器
具
が
完
全
で

　
あ
っ
て
も
そ
の
．
取
扱
い
を
誤
る
と

　
事
故
の
も
と
で
あ
る
。
と
く
に
石

　
油
類
を
燃
料
と
す
る
器
具
の
火
災

　
は
燃
焼
速
度
が
速
い
の
で
使
用
中

　
の
給
油
、
持
ち
運
び
は
危
険
で
あ

　
る
。

⑤
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
使
用
に
つ
い
て

　
て
は
ゴ
ム
管
の
老
化
、
及
び
結
合

部
に
注
意
し
、
使
用
し
な
い
時
は

必
す
元
栓
を
し
め
る
こ
と
。
又
ガ

ス
も
れ
を
調
べ
る
の
に
マ
ッ
チ
を

使
用
す
る
の
は
非
常
に
危
険
で
す

石
鹸
水
、
洗
剤
な
ど
で
調
べ
る
こ

と
。
　
　
　
（
十
臼
町
消
防
署
）

鉄
道
小
荷
物
発
邊
に
は

　
十
日
町
駅
か
ら
小
荷
物
を
出
す
と
・

き
に
は
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
て
下

さ
い
。

◎
届
先
の
住
所
、
氏
各
は
は
っ
き
り

　
と
し
、
荷
札
は
二
枚
以
上
つ
け
る

　
ほ
か
、
荷
物
自
体
に
も
記
入
す

　
る
。
荷
物
自
体
に
記
入
で
き
な
い

　
場
合
は
住
所
、
氏
名
の
明
記
し
た

　
紙
片
を
入
れ
て
下
さ
い
。

◎
あ
て
名
は
「
何
丁
目
、
何
番
地
」

　
は
必
す
記
入
し
、
駅
留
の
場
合
で

　
電
話
の
あ
る
と
こ
ろ
は
電
話
番
号

　
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

◎
十
二
月
十
五
日
以
後
受
付
の
も
の

　
は
年
内
に
配
達
で
き
な
い
場
合
も

　
あ
り
ま
す
の
で
な
る
べ
く
早
目
に

　
お
出
し
下
さ
い
。

●
お
こ
と
わ
リ

　
国
保
作
文
に
つ
き
ま
し
て
は
先
月

の
十
一
月
剛
、
石
に
市
長
賞
二
編
を
発
表

し
、
今
月
号
に
国
保
運
営
協
議
会
長
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賞
二
編
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
し
た
が
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、

明
年
一
月
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

■
き
ま
す
。

⑤
電
気
器
具
の
温
度
ヒ
ュ
ー
ズ
、
温

　
度
調
整
器
の
故
障
の
素
人
修
理
は

　
事
故
の
も
と
で
す
か
ら
、
電
気
店

　
で
正
し
い
修
理
を
し
て
も
ら
う
こ

と
。
叉
使
用
し
な
い
時
は
必
す
コ
，

ン
セ
ン
ト
を
抜
く
習
慣
を
つ
け
る

こ
と
。

不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

一　
こ
の
申
告
を
お
こ
た
り
ま
す
と
、

過
料
を
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
特
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
財
務
事
務
所
）

年
末
、

年
始
の
子
ど
も
の

　
　
　
　
　
　
生
活
指
導

　
家
屋
を
新
、
増
、
改
築
さ
れ
た
方

は
市
役
所
経
由
で
財
務
事
務
所
へ
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

申
告
用
紙
は
財
務
事
務
所
か
市
役
所

（
建
築
係
、
税
務
係
）
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
か
ら
、
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
不
明
の
点
は
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。　

ム
魯
－
き
了

艦

C
毒

一
【
圭
月
】

　
十
五
日
　
農
協
法
施
工
記
念
日

　
　
　
　
　
　
（
昭
二
十
二
年
）

二
十
二
日
冬
至

二
十
三
日
　
皇
太
子
誕
生
日
（
昭
八

　
　
　
　
　
年
）

二
十
五
日
　
ク
リ
ス
マ
ス

ニ
十
八
日
　
官
庁
仕
事
お
さ
め

三
十
一
日
　
大
は
ら
い

　
　
【
一
月
】

　
　
　
一
日
　
元
日
、
年
賀
、
初
も
う

　
　
　
　
　
で

八七五四二
日日日日日

初
荷
、
初
夢
、
書
初
め

官
庁
仕
事
は
じ
め

小
寒

七
草

第
三
学
期
始
業

16

日
か
ら
定
例
市
議
会
第
四

回
定
例
市
議
会
は
十
六
日
か
ら
招
集

さ
れ
、
昭
和
三
十
八
年
度
決
算
の
認

定
な
と
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
　
三
万
円
を
寄
附

　
市
内
諏
訪
町
田
村
政
治
さ
ん
は
、

こ
の
た
び
民
生
委
員
で
あ
る
妻
ト
ヨ

さ
ん
が
病
気
の
た
ゆ
三
ヵ
月
の
入
院

生
活
を
つ
す
け
て
い
ま
し
た
が
全
快

　
　
し
　
ぺ
　
さ
ま
か
ら
お
　
　
の
　

π
」
と
金
三
萬
穿
秀
す
け

一
あ
い
募
金
と
し
て
社
会
福
祉
事
務
所

に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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【
全
般
概
況
】

　
こ
の
冬
は
天
候
の
変
動
が
や
や

大
き
い
で
し
ょ
う
。
寒
気
の
入
り

梅
酵

．

響
，
竣

や
す
い
時
期
は
十
二
月
下
旬
か
ら

一
月
初
め
頃
と
、
一
月
下
旬
か
ら

二
月
中
頃
に
か
け
て
で
、
こ
れ
ら

の
期
間
雪
が
降
り
や
す
い
見
込
み

で
す
が
、
地
域
差
が
大
き
く
、
一

時
的
に
多
目
と
な
る
所
が
あ
り
ま

し
ょ
う
。
そ
の
他
の
期
間
は
寒
さ

は
し
の
ぎ
や
す
い
で
し
ょ
う
。

　
【
十
二
月
概
況
】

　
気
温
は
お
お
む
ね
高
目
で
す
が

下
旬
は
一
時
季
節
風
の
つ
よ
く
な

●
お
し
ら
せ

　
去
る
六
月
口
、
乃
か
ら
連
載
し
て
お
り

ま
す
。
　
「
史
蹟
と
文
化
財
」
は
明
年

一
月
口
、
乃
か
ら
つ
ぎ
の
内
容
で
再
び
続

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
　
）
内

は
執
筆
者

　
一
月
口
、
乃
　
琵
琶
懸
城
趾
（
佐
野
艮

　
　
　
　
　
吉
）

　
二
月
号
　
黒
沢
梵
字
碑
（
佐
野
良

　
　
　
　
　
士
口
）

　
三
月
号
　
遊
行
上
人
絵
巻
と
「
県

　
　
　
　
　
宝
」
（
上
村
政
基
）

月
の
平
均
気
温
は
平
年
並
の
見
込
㎜

み
で
す
。
降
水
量
と
日
照
は
大
体

平
年
並
、
又
積
雪
は
地
域
差
が
あ

り
ま
す
が
一
時
的
に
多
く
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
【
一
幽
月
概
況
】

　
月
の
前
半
は
寒
気
が
入
り
や
す

新
潟
地
方
気
象
台
発
表
（
甲
朗
）

る
こ
と
も
あ
り
気
温
は
低
目
と
な

り
ま
し
ょ
う
。
月
の
平
均
気
温
は

高
目
、
隣
水
量
は
少
な
目
又
日
照

は
平
年
並
の
見
込
み
で
す
。

　
【
一
月
概
況
】

　
月
は
じ
め
の
頃
と
下
旬
は
寒
さ

は
や
や
き
び
し
く
な
り
ま
す
が
、

く
、
後
半
は
寒
さ
は
し
の
ぎ
や
す

い
見
込
み
で
す
。
積
雪
は
一
時
多

目
と
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が

大
体
平
年
並
で
し
ょ
う
。
月
の
平

均
気
温
は
平
年
並
、
降
水
量
は
幾

分
少
な
目
、
又
日
照
は
平
年
並
の

見
込
み
で
す
。
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十
二
月
二
十
五
日
こ
ろ
か
ら
各
学

校
は
冬
休
み
に
な
り
ま
す
。
冬
休
み

は
期
間
と
し
て
は
長
い
休
み
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
年
の
瀬
や
、
正
月
を

ひ
か
え
て
い
ま
す
の
で
忙
が
し
さ
の

た
め
放
任
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ま

た
子
ど
も
に
と
っ
て
は
誘
惑
の
多
い

心
の
ゆ
る
み
が
ち
な
時
期
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
冬
休
み
の
意
義
や
特
質

を
理
解
し
、
平
素
に
も
ま
し
て
注
意

深
い
配
慮
と
豊
か
な
愛
情
を
も
っ
て

こ
ど
も
の
生
活
指
導
に
あ
た
り
ま
し

ょ
う
。◎

こ
の
休
み
の
特

　
　
徴
は
な
ん
と
い

　
　
っ
て
も
行
事
が

　
　
多
い
こ
と
で
す

　
お
も
な
行
事
と
し
て
、
ク
リ
ス
マ

ス
、
大
み
そ
か
、
元
朝
参
り
、
書
き

ぞ
め
、
初
荷
、
買
い
ぞ
め
、
消
防
出

　
　
　
肉

　
　
　
貧

　
　
　
　
　
◎嫉

．
ぞ
め
式
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
そ
し
て
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
来
客

　
が
多
く
ま
た
、
訪
間
す
る
機
会
が
多

　
い
こ
と
で
．
す
。

　
　
だ
か
ら
ど
こ
の
学
校
で
も
休
み
に

　
入
る
事
前
指
導
と
し
て
次
の
よ
う
な

　
指
導
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
①
生
活
に
つ
い
て
の
話
し
合

　
　
い

　
◎
健
康
に
つ
い
て

　
　
ご
ち
そ
う
を
た
べ
す
ぎ
な
い
。

　
　
夜
お
そ
く
ま
で
お
き
て
、
朝
は
お

　
　
き
る
の
に
苦
し
い
よ
う
な
状
態
に

　
　
な
ら
な
い
こ
と
。

　
　
洗
面
、
歯
み
が
き
な
と
を
お
こ
た

　
　
ら
な
い
こ
と
。
な
ど

　
◎
小
づ
か
い
に
つ
い
て

　
　
お
と
し
だ
ま
な
ど
を
い
た
だ
き
、

　
　
む
だ
づ
か
い
を
し
な
い
こ
と
。

　
◎
家
事
手
伝
い
の
し
か
た
。

　
　
多
忙
の
日
が
続
く
の
で
、
年
令
や

　
　
家
庭
に
応
じ
て
、
で
き
る
だ
け
手

　
　
伝
い
を
す
る
よ
う
に
く
ふ
う
す
る
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そ
の
た
め
に
家
族
と
相
談
し
て
、

　
ど
の
仕
事
を
す
る
か
き
め
る
。

◎
正
月
へ
の
考
え
方

　
希
望
を
も
っ
て
一
日
を

　
新
し
い
日
記
を
ひ
ら
い
て

　
ま
っ
し
ろ
な
最
初
の
ぺ
ー
ジ
に

ぼ
く
は
し
る
す
。

　
末
来
に
む
か
っ
て
一
年
を

　
山
の
な
か
の
ぽ
く
た
ち
の
家

　
こ
こ
に
あ
る
ぽ
く
た
ち
の
生
活

　
あ
あ
胸
に
わ
く
こ
の
思
い
は

　
な
ん
だ
ろ
う

　
楽
し
く

　
静
か
に
お
ご
そ
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
木
実
）

　
こ
の
詩
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、
一

年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
と
、
生
活
を

反
省
し
な
が
ら
計
画
を
た
て
力
強
く

出
発
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

◎
来
客
、
訪
問
の
態
度

　
子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
て

　
適
度
に
指
導
し
た
い
。

◎
家
庭
で
の
遊
び

　
外
で
元
気
で
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
な

　
い
よ
う
な
環
境
で
、
家
の
中
で
ぱ

　
か
り
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
な
い
で
ま

　
た
家
族
全
員
で
そ
ろ
っ
て
遊
ぶ
よ

　
う
な
方
法
を
考
え
た
い
．

◎
変
友

　
友
だ
ち
関
係
で
訪
問
し
合
う
よ
う

　
な
こ
と
が
多
く
な
る
が
、
正
し
い

　
つ
き
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

　
い
。

吻．

｝
課
題
に
っ
い
て

◎
計
圃
の
た
て
方

　
宿
題
を
一
月
の
学
校
に
行
く
前
日

　
あ
た
り
に
な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ

　
う
に
計
画
的
に
や
ら
せ
た
い
。

　
高
校
受
験
生
あ
た
り
は
、
ほ
ん
と

　
う
に
た
い
せ
つ
な
時
期
で
あ
る
が

　
能
事
的
な
勉
強
法
、
計
画
的
に
や

　
る
よ
う
な
く
ふ
う
を
し
た
い
。

・
⑧
三
学
期
始
業
式
の
こ
と
な

　
ど

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
学
級
通
信

や
P
T
A
な
ど
を
と
お
し
て
家
庭
に

も
連
絡
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
子
ど
も
の
実
態
に
そ
っ
て
実
行

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
低
学
年
で
は
、
ね
る
時
間
、

顔
を
洗
う
、
歯
を
み
が
く
、
お
て
つ

だ
い
、
べ
ん
き
ょ
う
な
ど
の
項
目
を

入
れ
て
、
生
活
表
を
作
り
、
よ
い
生
、

活
を
習
慣
化
す
る
よ
う
な
方
法
を
考

え
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
家
の
万
々

も
時
汝
そ
れ
を
み
て
、
げ
き
れ
い
し

て
い
た
だ
け
る
と
一
層
効
果
的
一
で
あ

り
ま
す
。

◎
親
の
立
場
で
冬

　
　
休
み
を
ど
う
考

　
　
え
た
ら
よ
い
で

　
　
し
よ
う
か

　
と
か
く
こ
の
長
い
冬
休
み
を
．

子
ど
も
の
教
育
的
な
生
長
に
ス
ラ
ン

プ
や
ゆ
る
み
を
起
こ
す
と
危
惧
す
る

親
が
多
い
も
の
で
す
。
私
は
こ
の
よ

う
な
考
え
方
に
は
無
責
任
な
学
校
一

辺
倒
の
意
識
が
不
用
意
に
も
潜
在
し

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
家
庭
教
育
は
学
校
教
育
で
で
ぎ
る

こ
と
を
わ
ざ
く
家
庭
に
二
璽
に
持

ち
こ
む
こ
の
が
主
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
れ
か
ら
の
家
庭
教
育
は
、
む
し

ろ
積
極
的
に
学
校
教
育
を
補
強
す
る

も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
も
の
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

補
強
す
る
も
の
ど
は

　
第
一
に
考
え
る
べ
き
こ
と
は
、
私

た
ち
の
家
庭
生
活
で
は
家
族
全
昌
が

と
も
に
ゆ
っ
く
り
と
談
じ
合
え
る
機

会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ざ
．
い

わ
い
こ
の
休
み
は
前
述
し
た
よ
う
に

行
事
も
多
く
、
家
庭
ぐ
る
み
の
語
ら

い
が
行
な
わ
れ
る
好
機
会
で
す
。
然

る
べ
き
テ
レ
ビ
番
組
を
中
心
に
語
り

合
い
、
室
内
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
こ

ん
な
時
の
父
の
参
加
、
母
の
笑
顔
や

や
さ
し
い
思
い
や
り
が
、
き
わ
め
・
て

自
然
な
家
庭
的
な
教
育
風
土
を
つ
く

り
、
債
操
教
育
の
基
礎
も
培
う
か
ら

で
す
。

親
や
子
ど
も
た
ち
が
明
朗
な
語
り
．
訴

な
つ
か
し
い
聞
き
役
に
な
り
合
う
こ

と
が
生
活
指
導
の
第
一
葦
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
（
十
日
町
市
教
委
　
西
野
政
男
）
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